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論⽂の「問い」と「結論」
• 問い：⼥⼦中⾼⽣が使う⾔葉に相槌やフィラーの役割をする⾔葉は

あるのか
• 現時点での結論：相槌→YES ある フィラー→NO ない



テーマについて
問題意識・基礎知識

◎なぜ、この問いを設定したのか
・⼤学で主に⼥⼦中⾼⽣が使うような若者語を学びたいと考え、進路につなげられるようなテーマに
しようと思ったから。
・若者語はたくさんあるけれど相槌やフィラーにもその特徴が表れているのか気になったから。
◎この発表を聞くにあたって、知っておいてほしいこと
・フィラーとは
無くても会話は成⽴するけれど
コミュニケーションを円滑に進めるために必要なもの
あのー、えっと、なんか、んー など



結論を主張するための根拠
①

•相槌がYESの根拠
私⾃⾝と周りの友達が実際に頻繁に使
う⾔葉の「それな」「あーね」が相槌の
働きをしている。

相槌とは
話の進⾏を助けるために、話の途中に
聞き⼿が⼊れるもの。



結論を主張する
ための根拠②

•フィラーがNOの根拠
フィラーは主に⾔葉に詰
まったときに使われること
が多い。⼥⼦⾼⽣間のコ
ミュニケーションは会話が
弾み、⾔いたいことがすぐ
出てくるため特有のフィ
ラーが⽣まれにくい。



根拠①が成⽴するため
に必要なデータ
・実験・観察をして調査す
る。

・クラスメイト同⼠の会話を
対象に相槌の種類、使う回数
を記録する。今回は聞き⼿が
話の途中にいれた短い⾔葉を
相槌として記録する。



根拠①が成⽴するた
めに必要なデータ

•アンケート・インタビュー

•それな、あーね、ゆうてな
どの⾔葉を使うかどうか、
使う頻度、⾃分が使わなく
ても、使われているところ
を聞いたことがある、など
の項⽬でクラスメートを対
象にアンケートする。



根拠②が成⽴す
るために必要な
データ
• 実験・観察

• 相槌の観察と同様に
種類、使⽤回数を記
録する。
今回は話し⼿が話

の途中に⼊れたつな
ぎの⾔葉、意味を持
たない⾔葉をフィ
ラーとして記録する。



研究の推しポイント

・若者語の中でも相槌やフィラーとかに焦点を当てて研
究すること

・調査対象が⾃分の⾝の回りの⼈だから調べやすい



今後の研究計画

観察を根拠①と②同時に⾏う

記録をもとにアンケート内容を決め
て聞いてまわる

まとめ

相槌、フィラーや若者語に関する先
⾏研究、論⽂を随時読み進めていく


